
※PDF変換時に利用するOff ice等のソフトウェアのライセンスや動作環境の条件はソフトウェアを提供するメーカーへご確認
ください。
※AWSやAzureなどのクラウド環境にWWDS知財アーカイブをインストールする場合、事前にMic roso f t社に利用可能な
Off iceのライセンスをご確認ください
※Microsoft、WindowsServer、Windowsは、米国Microsoft  corporat ionの米国およびその他の国における登録商標
または商標です。

標準価格（税別）

100万ファイル ￥2,500,000

￥4,500,000

￥500,000

WWDS知財アーカイブ 300万ファイル

ファイル添付オプション

（参考価格）￥1,800,000

※お客様のご要件によって異なります。
基本設計、導入設計、導入作業費用

製品ライセンス標準価格×15%年間サポート保守費用（初年度から有償）

製品導入までの流れ

開発・販売元　株式会社ハイパーギア

https://www.hypergear.com〒162-0846 東京都新宿区市谷左内町21番地 市谷山上ビル3F

TEL：03-5225-7531　FAX：03-5225-6512

動作環境

Windows Server 2019、2022（各64bit、日本語環境）OS

3.4GHz（クアッドコア）以上のx64プロセッサ（推奨）CPU

16GB以上（推奨）メモリ

システムとして60GB（NTFS）、その他データ領域が必要ハードディスク

Microsoft Windows 10/11（日本語版）クライアント（ファイルの閲覧・検索）

・アマノタイムスタンプサービス3161 （アマノ株式会社）

・セイコータイムスタンプサービス（セイコーソリューションズ株式会社）

・認定タイムスタンプ byGMO（GMOグローバルサイン株式会社）

・MINDタイムスタンプサービス

 （三菱電機デジタルイノベーション株式会社）

対応タイムスタンプサービス一覧

・Microsoft .NET Framework4.8

・IIS 10.0（Webサーバとして使用）

・Microsoft Officeのライセンス

（OfficeファイルをPDF変換しタイムスタンプを付与する場合に必須）

WWDS知財アーカイブの動作に

必要なアプリケーション

1 要件確認 2 基本設計 3 導入設計 4 導入作業 5 保守

効率的かつ長期的に、知財文書の真正性を確保。

ファイルサーバをベースに知財文書を管理できる文書アーカイブシステム



知財文書の真正性を確保しつつ、

長期的かつ効率的な文書管理を実現。
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知的財産を保護するには、主に特許の取得（権利化）と秘匿化という二つの方法があります。

自社の技術的優位性を確立するコア技術とそれ以外の技術とを見極め、対象技術ごとにどちらの方法がより有利かを検討する必要があります。

秘匿化を選択する場合、秘匿化した発明について他社が特許を取得しても事業を継続できるよう、先使用権を立証することが重要です。

また、有事の際に先使用権を立証するためには、そのデータが『いつから存在し、

現在までに改ざんされていないか』を第三者的に証明できるタイムスタンプを付与し、証拠力を高めることが不可欠です。

さらに、タイムスタンプを付与したデータの真正性を確保しつつ、長期的かつ適切に管理することも重要となります

WWDS知財アーカイブは、自社の知的財産となる文書を一元管理できるアーカイブシステムです。

タイムスタンプ付与機能、タイムスタンプの有効性自動延長機能、全文/属性でのファイル検索機能など、

知財文書の保存とタイムスタンプの活用に必要な機能がオールインワンで搭載されているほか、体系的なフォルダ管理でファイルの所在を明確にし、

「個人や部署ごとに管理ルールが異なり、どこに何のファイルがあるか分からない」といった知財文書管理に関わる課題解決に貢献します。

特許出願（権利化） 秘匿化

●差止請求や損害賠償請求など、
競争者による特許侵害への対策。
●権利範囲を明確にし、他社の同一
技術の使用を確実に阻止したい。
●他社へのライセンス供与で実施料
収入を得るなど、権利を幅広く活用
したい。

●ノウハウは開示せずに保護したい。
特許を出願し取得できなくても、
出願から1年半後には情報が公開
されてしまう。
●特許出願に多額の費用をかけられ
ない。審査請求や意見書作成など
に伴い、100万円以上の費用が
発生するケースもある。

先使用権の確保・証明が必要

O U T L I N E

・タイムスタンプ付与状況
・有効性延長状況

PDFDOCXLS

PPTIMG

登録者

アクセス権 全文/属性検索
ユーザ

管理者
知財部

開発部

ファイル登録

Web参照

Web管理

有効性自動延長

【知的財産保護対策】

他者（特許権者）による特許出願時以前から、独自に同一内容の発明を完成させ、さらに
その発明を実施する事業をし、あるいはその実施事業の準備をしていた者（先使用権者）
について、法律の定める一定の範囲で、当該他者の特許発明を無償で実施し、事業を
継続することを認める制度。

【先使用権】とは

① 他人の特許出願前に、先使用発明が「完成」していたこと。
② 実施事業化またはその準備中であること。
③ ①と②を証明するために、研究開発から事業化、改良といった一連の流れに関連する
資料が備わっていること。

【先使用権の立証に必要な条件】

※特許庁発行の先使用権事例集「先使用権制度の円滑な活用に向けて-戦略的なノウハウ管理のために-
（第2版）」では、データの証拠力を高める具体的な方法としてタイムスタンプの活用が記載されています。
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WWDS知財アーカイブが管理するフォルダにファイルを保存するだけで、PDFに自動変換し、タイムスタンプを付与します。

該当ファイルが「いつ存在していたか」、「改ざんされていないか」を客観的に証明することが可能です。

タイムスタンプの有効性を自動延長。知財文書を長期保存可能に。1
FUNC T I O N

43

タイムスタンプの自動付与

異なる種類のファイルやフォルダ構成を一つのPDFにまとめて添付し、タイム

スタンプを付与することができます。一つのPDFを開くだけで、該当プロジェクト・

製品に関連するファイルをまとめて確認できます。

関連ファイルを一つのPDFにまとめて添付

Microsoft OfficeのデータやCADデータのように、別のアプリケーションで作成

されたファイルの添付が可能で、ファイルの二重管理が不要になります。また、

原本のファイル形式で開くことができるため、どのようなファイル形式であっても

再現性の心配がありません。

Microsoft Officeのデータを添付

動画や音声データなど、通常ではPDFに変換できないファイルを任意の表紙PDF

に添付してタイムスタンプを付与することで、添付データの真正性を確保します。

PDF変換できないファイルを添付

タイムスタンプには「約10年」の有効期限があり、タイムスタンプを付与してから10年が経過する前に有効性の延長が必要になります。

WWDS知財アーカイブは、9年経過したファイルを検索して有効性を自動延長するため、有効性延長が必要なファイルを探す手間や時間を削減でき、

長期的かつ効率的に知財文書を保存できます。

タイムスタンプの有効性“自動”延長

多様なファイルをPDFにまとめて保存2
FUNC T I O N

ファイル添付（有償オプション）

PDF

DOC

XLS

XLS

設計図、仕様書、作業日誌、
カタログ、取扱説明書

改良

見積書、請求書、納品書、
カタログ、取扱説明書

事業

事業計画書、商品化計画書、
設計図、仕様書

事業化

研究ノート、実験報告書、
発明提案書、研究開発完了報告書

研究
開発

研究開発から事業化、
改良までの一連の流れに関連する資料の例

有効性の自動延長

2025/4/1付与

2034/4/1に
自動延長

PDFに
まとめられる！

元の
ファイル形式で
開ける!

動画や
音声データも

OK!

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF
フォルダに入れるだけで、タイムスタンプ付与から
有効性延長までを自動化

各ファイルのタイムスタンプ付与状況を確認でき、
タイムスタンプの付与漏れを防ぎます。

管理者向け
タイムスタンプ管理Web画面
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拠点・部署・プロジェクト・製品・書類の種類など、お客様の運用に合わせた分類で体系的に知財文書を一元管理することで、

「どこに」「どの」ファイルがあるかが明確になり、ファイルの関連性や時系列を可視化することができます。

また、Active Directoryと連携してアクセス権を設定することで、見せたくないファイルを非表示にすることも可能です。

特定キーワードによる全文検索や指定した属性情報での検索、他システムとの連携を前提としたURLリンクでの検索など、

対象ファイルの重要性や検索頻度に合わせた方法でファイルを素早く見つけることができます。

4
FUNC T I O N

文書の検索属性は任意に設定が可能です。
文字列型7個/数値型5個/日付型3個

知財文書や検索結果画面へのURLを連携することで、他システムなどから素早く目的の文書へアクセスできます。

フォルダ構成の一例

20250401_Aプロジェクト計画書

20231201_Bプロジェクト報告書

20220301_Cプロジェクトキックオフ資料

PDF

PDF

PDF

体系的なフォルダ管理でファイルの所在が明確に 必要なときに必要なファイルを素早く検索3
FUNC T I O N

第一階層 第二階層 第三階層 第四階層
（拠点） （部署） （プロジェクト） （書類種類）

東京

長期保存

大阪

知財部

知財部

研究開発部

商品企画部

Aプロジェクト

Bプロジェクト

Cプロジェクト

計画書

報告書

提案書

自部署以外はアクセス不可

URL連携

■メイン画面 ■検索画面 ■検索結果画面

画像差し替え
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※PDF変換時に利用するOff ice等のソフトウェアのライセンスや動作環境の条件はソフトウェアを提供するメーカーへご確認
ください。
※AWSやAzureなどのクラウド環境にWWDS知財アーカイブをインストールする場合、事前にMic roso f t社に利用可能な
Off iceのライセンスをご確認ください
※Microsoft、WindowsServer、Windowsは、米国Microsoft  corporat ionの米国およびその他の国における登録商標
または商標です。

標準価格（税別）

100万ファイル ￥2,500,000

￥4,500,000

￥500,000

WWDS知財アーカイブ 300万ファイル

ファイル添付オプション

（参考価格）￥1,800,000

※お客様のご要件によって異なります。
基本設計、導入設計、導入作業費用

製品ライセンス標準価格×15%年間サポート保守費用（初年度から有償）

製品導入までの流れ

開発・販売元　株式会社ハイパーギア

https://www.hypergear.com〒162-0846 東京都新宿区市谷左内町21番地 市谷山上ビル3F

TEL：03-5225-7531　FAX：03-5225-6512

動作環境

Windows Server 2019、2022（各64bit、日本語環境）OS

3.4GHz（クアッドコア）以上のx64プロセッサ（推奨）CPU

16GB以上（推奨）メモリ

システムとして60GB（NTFS）、その他データ領域が必要ハードディスク

Microsoft Windows 10/11（日本語版）クライアント（ファイルの閲覧・検索）

・アマノタイムスタンプサービス3161 （アマノ株式会社）

・セイコータイムスタンプサービス（セイコーソリューションズ株式会社）

・認定タイムスタンプ byGMO（GMOグローバルサイン株式会社）

・MINDタイムスタンプサービス

 （三菱電機デジタルイノベーション株式会社）

対応タイムスタンプサービス一覧

・Microsoft .NET Framework4.8

・IIS 10.0（Webサーバとして使用）

・Microsoft Officeのライセンス

（OfficeファイルをPDF変換しタイムスタンプを付与する場合に必須）

WWDS知財アーカイブの動作に

必要なアプリケーション

1 要件確認 2 基本設計 3 導入設計 4 導入作業 5 保守

効率的かつ長期的に、知財文書の真正性を確保。

ファイルサーバをベースに知財文書を管理できる文書アーカイブシステム


